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連携実証実験への参加の経緯

・ NAREGIグリッドミドルウエアβ2版の構築環境があった。

第6回東海地区CSI事業報告会（平成19年12月19日）

「NAREGIミドルウェアβ2版の構築について」

・ 3月初旬に大阪大学東田先生から
3月下旬に計画されている

「6拠点連携実験」参加への誘い
（大阪大学、東京工業大学、国立情報学研究所、
分子科学研究所、九州大学、名古屋大学）

↓

単なる資源提供サイトとして参加
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名大が提供した資源

Linux ノード Ｓｏｌａｒｉｓノード

ノード数 ６ ２

ＣＰＵ数 １２ ６４

ＣＰＵアーキテクチャ、
スピード
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連携実験での名大センターが行う作業

１．証明書の置き換え

２．資源提供するためのユーザIDの登録

RENKEI-Osaka と vo1 という２つのVOに
属するユーザのID登録とgrid-mapfileへの登録



１．証明書の置き換え
・ 名大のβ2の環境での認証局はローカルに立ち上げたもの
を使用

・ 阪大の認証局
対面による本人性の確認を除き、APGrid PMAの策定した
minimal CA Requirementに準拠

・ NII（国立情報学研究所）の認証局
APGrid PMAプロダクションレベル

・ 連携実験では、阪大または、NIIの証明書を用いる
↓

阪大の証明書を用いることを選択

阪大の証明書は、置き換えではなく、追加した。これにより、
名大でのβ2の環境は、名大のポータルからそのまま利用可能
であった。

APGrid : Asia Pacific Grid

PMA : Policy Management Authority



内容 原因・対処

阪大より名大のGridVMSと通信
ができないとの連絡。

パケット落ち（ネットワーク障害）。
解決まで5時間。

ジョブが” Unknown CA” で
Exception

・名大のGridVMSのgrid-mapfileに阪大、NII、東
工大及び分子研のglobusのDN情報を追加（エ
ラーは未解決）。
・NAREGI-CAのルート証明書を名大のGridVM

に配置することで解決*（renkei-SSとの通信のた
めの要件）。解決まで1日

名大から東工大の資源が見え
ない。

東工大のlocalアカウントとDN情報をmappingする
ことにより解決。

阪大のportalから名大のSolaris

のノードが見えない。
阪大のDN情報をSolarisのノードのgrid-mapfileに
登録することで解決。

Solarisノードでジョブを実行する
とException

Soarisノードは学内LANに接続されていたので、
CSI-GRIDに接続変更して、解決。

阪大のポータルから東工大と
NIIのノードでホームが見えない
ホストがある。

ネットワークでの設定（静的ルート）を見直すこと
で解決。

連携実験でのトラブル













連携実験で実際にジョブを流して

１．各サイトの利用可能資源がエンドユーザにはわかりにくい。
↓

NAREGI V.1で解決の予定

２． WFTでのジョブの状態表示がユーザにとって適切な情報と
なっていない。
計算ノード上でqueing状態であっても、NAREGIのWFTでは
runningの表示

↓

NAREGIミドルウェアで状態を管理するのはむつかしいが、
実用的な解決策を検討していきたいとの回答


